
 
 
 
 

グループ活動を効果的に運営するために

は、メンバーの配置にも気を配りましょう。 

たとえば、左の図のような６人グループの

場合、●と◎の人は、顔がほとんど見えなく

なるため、関わりが少なくなってしまいま

す。このような場合は、下の図のように、配

置を工夫してみましょう。 

図１ 

図２ 

（グループ間の交流や、成果物等の共有化を図るための方法） 
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図１のＡ～Ｄのグループ内で活動（話し合いや成果物を作成するなど）を終えた①～④の人は、図２

のように、①はＡへ、②はＢへ…と移動し、それぞれのグループで話し合った結果などを発表し合えば、

１６人全員が発表することになり、しかも４つのグループすべての結果を共有することができる。 


